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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

会
員
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
に

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

山
陽
小
野
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
今
年
、
設
立
30
周
年
の

記
念
す
べ
き
大
き
な
節
目
を
迎
え
る

年
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
日
ま
で
会
員
の
増
強
、
事
業
の

拡
大
と
セ
ン
タ
ー
が
成
長
発
展
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
会
員
の

皆
様
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
関
係
者
の

方
々
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
と
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
英
国
の
国
民
投

票
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
始
ま
り
、
米

国
大
統
領
選
に
よ
る
次
期
大
統
領
ト

ラ
ン
プ
氏
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
不
参
加
発
言
に

終
わ
る
な
ど
世
界
情
勢
が
大
き
く
変

化
す
る
中
、
今
年
も
不
透
明
感
の
強

い
一
年
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
国
内
で

は
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
た
事
業
展
開

が
推
進
さ
れ
る
中
、
有
効
求
人
倍
率
、

就
業
者
数
の
上
昇
な
ど
そ
の
効
果
は

見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
地
方
で
は

景
気
回
復
を
感
じ
得
ま
せ
ん
。
そ
う

い
う
状
況
の
中
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

本
年
11
月
末
現
在
で
は
対
前
年
比
で

会
員
は
、
20
人
減
の
４
９
７
人
、
請

負
契
約
額
は
、
約
９
９
３
万
円
減
の

約
１
億
４
千
８
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
派
遣
契
約
額
は
、
約

８
７
４
万
円
増
と
な
っ
て
お
り
、
年

度
末
で
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
に
な
る
状

況
を
見
込
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
「
中
期
基
本
計
画
」
の
目

標
達
成
に
向
け
、
役
職
員
・
会
員
が

一
丸
と
な
っ
た
会
員
の
増
強
、
就
業

先
の
拡
張
を
含
め
、
発
注
先
と
会
員

の
希
望
す
る
職
種
な
ど
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
を
解
消
し
、
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー

に
す
る
た
め
の
地
道
な
努
力
を
積
み

重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
、
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
が
施
行
さ
れ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
就
業
条
件
等
が
緩
和
さ
れ

ま
し
た
。
（
就
業
時
間
が
週
20
時
間

か
ら
40
時
間
へ
、
就
業
日
数
一
カ
月

10
日
か
ら
20
日
へ
改
正
：
業
務
の
う

ち
、
県
知
事
が
市
町
村
ご
と
に
業
種
・

職
種
を
指
定
す
る
。
）
こ
の
適
用
が

受
け
ら
れ
る
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
を

検
討
し
ま
す
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
シ
ル
バ
ー

事
業
の
根
幹
で
あ
る
安
全
・
適
正
就

業
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
徹
底
し

た
法
令
遵
守
を
行
い
、
事
業
展
開
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
が
今
ま
で
の
知
識
と

経
験
を
活
か
し
、
生
き
が
い
、
社
会

参
加
、
健
康
維
持
な
ど
の
面
か
ら
期

間
の
大
小
こ
そ
あ
れ
シ
ル
バ
ー
事
業

へ
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
え

る
法
人
と
な
り
、
地
域
の
皆
様
の
信

頼
と
期
待
に
誠
心
誠
意
応
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
そ
の
こ

と
が
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献

す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
と
役
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
安
定
し
た
事
業
の
継
続
に
努

め
、
公
益
法
人
と
し
て
の
社
会
的
役

割
と
責
任
を
果
た
し
、
30
周
年
と
い

う
節
目
の
年
を
重
く
受
け
止
め
、
将

来
の
シ
ル
バ
ー
事
業
へ
の
ス
タ
ー
ト

と
す
る
た
め
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶
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一
年
経
っ
て
思
う
こ
と

　

季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
な
が

ら
元
気
に
勤
め
て
い
ま
す
。

　

春
は
、
朝
夕
の
明
る
さ
、
夏
は
、

早
朝
か
ら
の
暑
さ
、
秋
か
ら
冬
は
、

寒
さ
に
向
か
う
淋
し
げ
な
様さ

ま

を
強
く

感
じ
、
人
生
で
６
順
目
の
酉
歳
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

環
境
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
は
多
種
多

様
で
あ
り
、高
価
と
思
わ
れ
る
品
物
、

大
き
な
家
具
か
ら
、
小
さ
い
も
の
で

は
、
縫
い
針
ま
で
持
ち
込
ま
れ
、
現

場
で
の
選
別
は
大
変
で
す
が
、
今
で

は
楽
し
み
な
が
ら
作
業
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
健
康
維
持
に
は
十
分
気
を

付
け
、
日
々
の
仕
事
や
生
活
に
支
障

が
な
い
よ
う
元
気
に
過
ご
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

子
供
達
と
の
ふ
れ
あ
い

　

私
は
定
年
ま
で
の
45
年
間
鉄
鋼
大

手
に
勤
め
「
朝
」
、
「
昼
」
、
「
帰
り
」

の
「
ご
安
全
に
。
」
に
始
ま
り
「
ご

安
全
に
。」
に
終
わ
る
「
剛
い
剛
い
」

職
業
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
、
昨
年
３
月
、

厚
陽
公
民
館
の
管
理
の
仕
事
に
就
き

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

土
・
日
に
な
る
と
公
民
館
前
の
広

場
や
管
内
の
フ
ロ
ア
が
子
供
達
の
遊

び
場
に
変
わ
り
ま
す
。「
お
は
よ
う
。
」

と
子
供
た
ち
が
入
っ
て
来
ま
す
。
夕

方
帰
る
時
は
「
お
じ
さ
ん
あ
り
が
と

う
、
ま
た
来
る
ね
。
さ
よ
な
ら
。
」

と
手
を
振
っ
て
帰
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
ま
で
鉄
鋼
の
職
場
で
、
「
ご
安

全
に
。」
以
外
の
挨
拶
を
聞
い
た
こ

と
の
な
い
私
に
と
っ
て
、
子
供
達
の

「
お
は
よ
う
。
」「
あ
り
が
と
う
。
」「
さ

よ
う
な
ら
。」
が
聞
け
る
職
場
は
大

変
新
鮮
で
元
気
が
も
ら
え
ま
す
。

　

今
年
は
酉
年
で
私
は
年
男
で
す
。

 

「
酉
の
如
く
羽
ば
た
く
か
な
。」

　

少
々
年
な
の
で
無
理
か
な
…
？

　
　
　
　

－

ご
安
全
に
！

－

お
客
様
に
感
謝

　

私
も
入
会
し
て
10
年
近
く
草
刈
班

一
筋
で
、
優
し
い
先
輩
に
も
恵
ま
れ
、

伐
採
・
調
整
の
技
術
を
多
く
学
び
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
順

調
に
事
が
進
む
ば
か
り
で
は
な
く
、

失
敗
も
あ
り
ま
す
。
中
で
も
民
家
近

く
の
３
ｍ
、
樹
齢
百
年
近
く
の
大
木

を
伐
採
進
行
中
、
切
り
込
み
も
終
わ

り
近
く
に
な
っ
て
い
た
時
、
引
っ

張
っ
て
い
た
ワ
イ
ヤ
ー
が
切
れ
、
大

木
が
、
フ
ワ
リ
、
フ
ワ
リ
揺
れ
動
い

た
瞬
間
は
、
冷
や
汗
の
出
る
思
い
で

し
た
。
（
大
木
の
伐
採
は
無
事
終
了

し
ま
し
た
。）

　

こ
れ
を
教
訓
に
、
仕
事
は
無
理
せ

ず
、
安
全
に
終
了
さ
せ
、「
あ
り
が

と
う
。
」
と
言
う
声
が
聞
け
る
よ
う
、

「
お
客
様
に
感
謝
し
、
感
謝
さ
れ
、

奉
仕
す
る
気
持
ち
を
持
つ
。」
よ
う
、

心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

職
場
で
は
笑
顔
で

　

６
回
目
の
干
支
を
迎
え
よ
う
と
す

る
中
、
先
日
同
窓
会
に
参
加
し
、
遠

方
、
近
郷
か
ら
参
加
し
た
友
と
一
同

に
会
し
ま
し
た
。

　

み
ん
な
の
容
姿
も
そ
れ
な
り
に
変

わ
り
、
昔
懐
か
し
い
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

現
在
シ
ル
バ
ー
に
入
り
、
公
園
の

管
理
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

職
場
で
は
、
先
輩
の
方
に
草
刈
・

剪
定
の
技
術
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

感
謝
す
る
と
同
時
に
、
公
園
を
散
歩

す
る
方
々
か
ら
「
綺
麗
に
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。」
と
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
き
、
心
に
沁
み
る
思
い
を

し
て
い
ま
す
。

　

私
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
は
、「
職

場
で
は
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
。」
で

す
。
皆
さ
ん
も
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
、

こ
れ
か
ら
も
共
に
、
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

埴
生

 

長
澤
　
保
男

東
下
津

 

村
田
　
　
勝

東
高
千
帆
台

 

窪
岡
　
文
英

須
恵
西

 

中
富
　
　
毅
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作業名 日 程 場 所 参加者 昨年 

【清掃奉仕作業】 １０月１４日（金） 
９：００～ 

市民館前周辺 17 29 
厚狭駅前周辺 14 15 
埴生駅前周辺 11 16 
小 計 42 60 

【剪定奉仕作業】 １０月１４日（金） 

８：００～ 
竜王中学校 

津布田小学校 26 35 

【草刈奉仕作業】 １０月１４日（金） 

７：００～ 
須恵児童館、小野田児童館 
厚狭児童ｸﾗﾌﾞ 24 23 

合 計 92 人 118 人 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
法
制

化
３０

周
年
記
念
及
び
全
国
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓

発
月
間
に
合
わ
せ
、
11

月
２
日

（
水
）
（
10
月
28
日
雨
天
の
た
め

順
延
）
に
、
市
民
１
３
０
人
の
参
加

を
得
て
、
寝
太
郎
公
園
ゆ
め
広
場

で
第
四
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

中
里
理
事
長
挨
拶
の
後
、
熱
い

戦
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
上
位
成

績
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

成
績 

氏 

名
（
地
区
、
ス
コ
ア
） 

優
勝 
武
居
均(

厚
狭
、
59) 

② 

和
田
龍
夫(

小
野
田
、
73) 

③ 

中
村
君
子(

小
野
田
、
74) 

④ 

藤
本
恭
三(
埴
生
、
75) 

⑤ 

長
尾
ミ
サ
子(
小
野
田
、
76) 

⑥ 

河
野
義
孝(

小
野
田
、
77) 

⑦ 

内
藤
完
治(

厚
狭
、
77) 

⑧ 

松
尾
芳
徳(

小
野
田
、
77) 

⑨ 

長
澤
サ
チ
子(

小
野
田
、
77) 

⑩ 

小
松
侃
（
小
野
田
、
78
） 

 
  

敢
闘
賞 

石
田
秀
毅
（
厚
狭
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
「
ば
ら
の
育
て
方
教
室
」

（
初
心
者
講
習
） 

市
民
26
人
参
加 

  

 

10 月 14 日（金）「シルバーの日」 ボランティア活動報告 
シルバー人材センター法制化３０周年記念事業 
全国シルバー人材センター事業普及啓発促進月間 

セ
ン
タ
ー
主
催
第
四
回 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
！ 

自主事業 

市民向け 

講 
会 
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■■■平成２８年度事業実施状況中間報告■■■ 
（平成２８年１１月末現在） 

1 月別実績及び対前年度実績比較表                （単位：千円） 

  

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １0 月 １１月 
前年度 15,868 17,959 18,591 20,081 18,800 21,621 23,377 21,636 
当年度 13,901 16,982 18,156 19,969 18,831 17,434 20,089 22,807 
前年比 87.6％ 94.6％ 97.7％ 99.4％ 100.2％ 80.6％ 85.9％ 105.4％ 

  
 

① 

配
分
金
収
入
は
、
所
得
税
法 

上
「
雑
所
得
」
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

雑
所
得
の
金
額
は
、
原
則
と
し
て

雑
所
得
の
総
収
入
金
額
か
ら
必

要
経
費
を
控
除
し
た
額
で
す
。 

し
た
が
っ
て
、
配
分
金
収
入
に

係
る
必
要
経
費
の
額
は
、
65
万

円
以
上
あ
る
場
合
、
配
分
金
収
入

か
ら
必
要
経
費
を
全
額
を
控
除

と
し
ま
す
。 

② 

し
か
し
、
必
要
経
費
額
が

65
万
未
満
の
場
合
は
、「
租
税
特

別
措
置
法
」
第
27
条
の
適
用
に

よ
り
65
万
円
を
上
限
と
し
て
控

除
し
ま
す
。
（
た
だ
し
、
収
入
金

額
を
限
度
。） 

③ 

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い

る
会
員
は
、
配
分
金
収
入
と
は
別

に
公
的
年
金
等
の
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。 

④ 

給
与
収
入
の
あ
る
会
員
は

最
低
65
万
円
（
た
だ
し
収
入
金

額
を
限
度
。
）
の
給
与
所
得
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
場

合
、
配
分
金
収
入
に
係
る
控
除
額

は
、
65
万
円
か
ら
給
与
所
得
を

控
除
し
た
残
額
が
限
度
で
す
。 
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お知らせ 

（ 5 ） さんようおのだし　シルバー人材センター　だより 平成29年１月１日



 
 
 

   

須
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三
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プ
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ト
ニ
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ク
一
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に
燃
え
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彼
岸
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夢
を
追
う
昭
和
一
桁
思
う
ま
ゝ 

 

カ
ー
ド
落
し
ケ
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ス
は
無
事
で 

 
 

待
っ
て
い
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油
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せ
ず
馴
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た
道
で
も
一
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づ
つ 

 

師
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の
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し
く
な
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ち
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住
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本
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永
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ま
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瀬
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げ
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豊
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け
直
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ゴ
ミ
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入
浴
が
怖
い
と
思
う
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の
入
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ひ
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に
は
独
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の
リ
ズ
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今
日
も
暮
れ 

深
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を
す
る
と
流
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飛
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金
銀
の
星
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ま
じ
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近
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れ
ば
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っ
て
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ア
ー
が
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年
だ
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マ
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れ
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れ
ス
ス
キ 

在
宅
の
介
護
手
足
の
嫁
が
居
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不
動
寺
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中
村
節
子 

 

古
木
と
て
日
差
し
に
燃
ゆ
る
百
日
紅

さ
る
す
べ
り 

 

今
日
も
無
事
終
え
て
鴉
の
秋
の
声 

 

秋
深
む
母
の
記
憶
も
薄
れ
行
く 

 

軍
艦
の
母
な
る
カ
レ
ー
冬
の
凪 

 
冬
の
薔
薇
刺
さ
れ
て
美
女
の 怖

さ
知
る 

 

埴
生 

埴
生
一
お 

 

老
い
て
な
お
猫
な
ぜ
声
や
秋
の
空 
   

 

埴
生 
埴
生
一
お 

 

滝
の
汗
草
取
り
作
業
蝉
し
ぐ
れ 

 

木
漏
れ
日
を
背
な
に
残
し
て
江
汐
森 

 

友
逝
き
て
吾
も
い
つ
散
る モ

ミ
ジ
か
な 

 

木
枯
ら
し
や
松
つ
む
指
を
通
り
抜
く 

 

庭
先
の
小
さ
な
春
や
フ
キ
ノ
ト
ウ 

  

 
 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

新
し
い
年
を
迎
え
、
毎
年
シ
ル
バ

ー
年
齢
の
私
で
す
が
、
希
望
に
燃
え

気
分
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
が
、

昨
年
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
思
い
出
し
た
く
な
い
一
年
で
あ

っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
は
、
私

一
人
だ
け
で
し
ょ
う
か
。 

昨
年
４
月
、
熊
本
・
大
分
大
地
震
、

人
々
は
、
東
北
地
方
の
次
は
、
九
州

か
も
と
思
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
阿
蘇
山
大
噴
火
。
追
い

打
ち
を
か
け
る
ご
と
く
の
台
風
襲

来
。
日
本
列
島
各
地
に
様
々
な
形
で

大
打
撃
を
与
え
た
。
そ
れ
に
国
民
の

皆
が
起
こ
る
は
ず
が
な
い
と
思
っ
た

場
所
で
の
島
根
地
震
、
そ
の
他
様
々

な
人
身
不
安
を
与
え
た
一
年
で
し
た

が
、
山
口
県
、
特
に
本
市
は
不
思
議

と
平
穏
無
事
な
一
年
。
全
国
の
シ
ル

バ
ー
仲
間
に
対
し
て
済
ま
な
い
気
持

ち
で
一
杯
で
す
が
、
こ
れ
も
自
然
界

の
お
蔭
だ
と
自
念
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
に
今
年
は
、
特
に
セ
ン
タ

ー
に
取
り
ま
し
て
は
設
立
30
周
年

記
念
に
当
た
る
、
め
で
た
い
年
と
な

り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
と
喜
び
合

い
ま
す
と
共
に
近
隣
の
シ
ル
バ
ー
仲

間
の
手
本
と
な
る
セ
ン
タ
ー
に
な
る

よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

本
年
も
会
員
の
皆
様
方
に
取
り
ま

し
て
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

会
報
委
員
長 

篠
原 

孝
允 

川 
柳 

俳 

句 

平成２９年入会説明会のご案内！ 
１ 小野田地区 毎月第３金曜日 9：30～ 

（会場：シルバー人材センター2Ｆ会議室） 

２ 山陽地区  偶数月第３水曜日 9：30～ 

（会場：山陽総合事務所 保健センター2Ｆ） 

３ 埴生地区  5 月第３水曜日 9：30～ 

（会場：埴生公民館 2Ｆ会議室） 

※市民であればどこの会場でもご参加できます‼ 

編
集
後
記 

平成29年１月１日 さんようおのだし　シルバー人材センター　だより （ 6 ）


